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　今回は、蛇浦を除く各地域で

大幅に昇温し、平均前回差は

+1.9度となりました。

　昨年と比べると、日本海側で

+0.1度、津軽海峡側で-1.0度、

陸奥湾内で-1. 1度、太平洋側

で-0.3度となっており、平均昨

年差は-0.7度です。

　平年と比べると、日本海側と

太平洋でやや高めとなってお

り、平均平年差は+0.3度です。

図　定地水温（8月6～10日）

平均値（平年差）　ブイ１m

水温 平年差 昨年差 前回差

深　浦 25.2 +0.5 +0.5 +0.6

鯵ヶ沢 25.6 +1.1 -0.2 +2.6

竜　飛 22.8 +0.3 -0.6 +1.4

佐　井 21.3 -0.9 -2.0 +1.0

青　森 22.2 -0.1 +0.8 +1.5

蛇　浦 20.6 -0.2 -1.3 +0.0

関根浜 19.9 -0.2 -0.2 +1.5

尻　労 - - - -

泊 20.5 +0.6 +0.2 +1.8

八　戸 21.9 +1.5 -0.3 +3.7

階　上 19.0 -0.1 -0.8 +2.4

茂　浦 23.8 +0.7 -2.2 +2.6

平舘ブイ 22.4 +0.3 -0.5 +2.0

青森ブイ 23.1 +0.4 -2.2 +2.4

東湾ブイ 22.9 +0.6 -1.5 +2.8

平　均 22.2 +0.3 -0.7 +1.9

日 本 海 25 ℃台 津 軽 海 峡 19 ～ 22 ℃台

陸 奥 湾 22 ～ 23 ℃台 太 平 洋 19 ～ 21 ℃台

（8月6～10日）沿岸各地の水温 太平洋の海況　（8月9～10 日）

概況；沿岸水温は20℃台

○太平洋沿岸域の表面水温 20℃台で前回よりも3

　度ほど昇温しています。昨年同期と比較すると1

　度ほど低い水温です。

○津軽暖流の尻屋崎東方への張り出し　21℃等温

　線でみると東経143度付近までで、張り出しは前

　回と変わっていません。

○親潮系冷水の南下　21℃等温線でみると北緯38

　度付近までで、張り出しは前回より強くなってい

　ます。

日本海の海況　（8月9～10 日）

概況；沿岸水温は23～25℃台

○日本海沿岸域の表面水温　23 ～ 25℃台で、前回

　よりも2度ほど昇温しています。昨年同期と比較

　すると2度ほど低い水温となっています。

資料：（社）漁業情報サービスセンター

　北部太平洋海況情報　第 3 7 号　8 月 1 1 日

◎沿岸定地水温の推移について( 7 月）

　5月以降の県内各地の定地水温の推移を右図に示しました。

　7月上旬では全海域ともほぼ平年並みでしたが、中旬以降日本

海側と陸奥湾内ではやや低い～はなはだ低い状態、津軽海峡と

太平洋側では平年並み～やや高い状態になりました。7月下旬現

在は、日本海側と津軽海峡では平年並み、陸奥湾内と太平洋側

では平年よりやや低い状態にあります。
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図　海域別半旬平均水温の平年差の推移

◎種苗放流情報( 増養殖研究所）　

増養殖研究所（平内町茂浦）では下表の種苗放流を実施しました。

放流年月日 魚種 放流尾数 平均全長 放流場所 標識種類

（尾） (mm)

6月20日 マダラ 35,500 70～77

6月23日 ウスメバル 1,156 120

うち１万尾右
腹鰭切除

脇野沢/蛸田漁
港沖

小泊沖　高層魚
礁上

全数黄色アン
カータグ

◎平成 1 8 年度北太平洋サンマ長期漁海況予報（予報期間 2 0 0 6 年 8 ～ 1 2 月）

（独）水産総合研究センターは8 月 9 日、関係機関の情報をとりまとめ標記の予報を発表しました。東北海域の関係は以下のとおりです。

●東北海区海況<< 今後の見通し（2006 年 9 ～ 11 月）>>

(1)三陸沖合の暖水塊は西に移動する。

(2)親潮第１分枝の張り出しは、やや南偏（39ﾟN 以北）で推移する。

(3)親潮第2 分枝の張り出しは、平年並（39ﾟN 以北）で推移する。

(4)津軽暖流の下北半島東方への張り出しは、平年並（143ﾟ10'E 付近まで）で推移する。

●サンマ<< 今後の見通し（2006 年 8 ～12 月）>>

来遊量：大型魚の来遊量は昨年を下回るが、中・小型魚を含めた全体の来遊量は昨年と同程度からやや上回る。

魚　体：大型魚が多いものの、昨年より中・小型魚の割合がかなり高くなる。

漁期・漁場：大型船出漁後の漁場は、色丹島南東沖に形成される。三陸沖への南下は平年並で、漁場形成は9 月下旬から10 月上旬になる

と予想される。


